
(57)【要約】

　本発明は、一時的に利用不可能なネットワークユーザ

ーへのメッセージのルーティング方法、システム、およ

びネットワーク装置に関するものであって、ネットワー

クユーザーが利用不可能と示された場合に、ネットワー

クユーザーの登録状態に対する加入申し込みを開始する

。次に、ネットワークユーザーの登録状態が変化して、

ネットワークユーザーが再び利用可能になったか、ある

いはネットワークユーザーが再登録された状態を示した

時に、通知を生成し、前記通知に応答してネットワーク

ユーザーへのメッセージのルーティングを行う。それに

よって、メッセージを生成しているネットワーク要素ま

たはサーバーにネットワークユーザーの接続状態を通知

することができる。

JP 2006-517064 A 2006.7.13



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 一 時 的 に 利 用 不 可 能 な ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー へ の メ ッ セ ー ジ の ル ー テ ィ ン グ 方 法 で あ っ
て 、

ル ー テ ィ ン グ 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 状 態 イ ベ ン ト パ ッ ケ ー ジ が 登 録 状 態 イ ベ ン ト パ ッ ケ ー ジ で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の
方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー が 再 び 利 用 可 能 に な っ た 時 の 前 記 状 態 が 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク
ユ ー ザ ー が 再 び 到 達 可 能 に な っ た 状 態 で あ る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー が 到 達 不 可 能 で あ る か 又 は 未 登 録 で あ る こ と を 示 す メ ッ セ ー
ジ の 受 信 に 応 答 し て 前 記 加 入 ス テ ッ プ を 実 行 す る ス テ ッ プ を さ ら に 含 む 、 請 求 項 １ か ら ３
の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 通 知 が 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー が 到 達 可 能 で あ る か 、 ま た は サ ー ビ ス 区 域 外 の
ど ち ら か で あ る こ と を 示 す 情 報 を 含 む 、 請 求 項 １ か ら ４ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 情 報 が イ ベ ン ト ま た は フ ラ グ 情 報 で あ る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー の 初 回 登 録 後 、 前 記 情 報 が 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー が 利
用 可 能 で あ る こ と を 示 す 状 態 に 設 定 さ れ る 、 請 求 項 ５ ま た は ６ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー へ の 端 末 ト ラ フ ィ ッ ク が 不 成 功 で あ る 場 合 、 前 記 情 報 が 、 そ
の ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー が サ ー ビ ス 区 域 外 に あ る こ と を 示 す 状 態 に 設 定 さ れ る 、 請 求 項 ５
～ ７ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 サ ー ビ ス 区 域 外 状 態 が 、 応 答 メ ッ セ ー ジ の エ ラ ー の 原 因 に 基 づ い て 決 定 さ れ る 、 請
求 項 ８ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー の 端 末 装 置 （ ４ ０ ） が 発 信 セ ッ シ ョ ン の セ ッ ト ア ッ プ ま た は
再 登 録 を 実 行 す る 場 合 、 前 記 情 報 が 、 そ の ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー が 到 達 可 能 で あ る こ と を
示 す 状 態 に 設 定 さ れ る 、 請 求 項 ５ ～ ９ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 再 登 録 が 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー の 再 割 り 当 て に 関 す る 情 報 に 基 づ い て 決 定 さ
れ る 、 請 求 項 １ ～ １ ０ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 再 登 録 の 通 知 に 応 答 し て 加 入 を リ フ レ ッ シ ュ す る ス テ ッ プ を さ ら に 含 む 、 請 求 項 １
１ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 前 記 メ ッ セ ー ジ が Ｍ Ｍ Ｓ 通 知 で あ る 、 請 求 項 １ ～ １ ２ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
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ａ ） 　 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー の 状 態 イ ベ ン ト パ ッ ケ ー ジ へ 加 入 す る ス テ ッ プ と 、
ｂ ） 　 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー が 再 び 利 用 可 能 に な っ た 時 又 は 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ
ー が 再 登 録 さ れ た 時 を 示 す べ く 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー の 状 態 が 変 わ る 時 に 通 知 を 生 成
す る ス テ ッ プ と 、
ｃ ） 　 前 記 通 知 の 受 信 に 応 答 し て 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー へ 前 記 メ ッ セ ー ジ を ル ー テ ィ
ン グ す る ス テ ッ プ と 、
を 含 む 、

デ ー タ ネ ッ ト ワ ー ク に お い て ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー の た め に 働 く ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 で あ



【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 通 知 が 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー が 到 達 可 能 ま た は サ ー ビ ス 区 域 外 の い ず れ か で
あ る こ と を 示 す 情 報 を 含 む 、 請 求 項 １ ４ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 が 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー の 初 回 登 録 後 か 、 ま た は 前 記 ネ ッ
ト ワ ー ク ユ ー ザ ー の 端 末 装 置 （ ４ ０ ） が 発 信 セ ッ シ ョ ン の セ ッ ト ア ッ プ を 実 行 す る か 、 ま
た は 着 信 セ ッ シ ョ ン セ ッ ト ア ッ プ の 試 み が 成 功 し た 場 合 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー が 利
用 可 能 で あ る こ と を 示 す 状 態 へ 前 記 情 報 を 設 定 す る よ う に 構 成 さ れ る 、 請 求 項 １ ５ に 記 載
の 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー へ の 端 末 ト ラ フ ィ ッ ク が 不 成 功 で あ る 場 合 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー
ク 装 置 が 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー が サ ー ビ ス 区 域 外 で あ る こ と を 示 す 状 態 に 前 記 情 報
を 設 定 す る よ う に 構 成 さ れ る 、 請 求 項 １ ５ ま た は １ ６ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 が 、 Ｉ Ｍ Ｓ ネ ッ ト ワ ー ク の コ ー ル 制 御 機 能 （ １ ０ お よ び １ ２ ） を
含 む 、 請 求 項 １ ４ ～ １ ７ の い ず れ か に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　

【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク サ ー バ ー （ ６ ０ ） が 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー が 到 達 不 可 能 で あ る
か 又 は 未 登 録 で あ る こ と を 示 す メ ッ セ ー ジ の 受 信 に 応 答 し て 前 記 加 入 を 実 行 す る よ う に 構
成 さ れ る 、 請 求 項 １ ９ に 記 載 の サ ー バ ー 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク サ ー バ ー （ ６ ０ ） が 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー の 登 録 イ ベ ン ト パ ッ
ケ ー ジ に 加 入 す る よ う に 構 成 さ れ る 、 請 求 項 １ ９ ま た は ２ ０ に 記 載 の サ ー バ ー 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク サ ー バ ー （ ６ ０ ） が 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー の 再 登 録 通 知 に 応 答
し て 前 記 加 入 を リ フ レ ッ シ ュ す る よ う に 構 成 さ れ る 、 請 求 項 １ ９ ～ ２ １ の い ず れ か に 記 載
の サ ー バ ー 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク サ ー バ ー （ ６ ０ ） が 、 Ｍ Ｍ Ｓ サ ー バ ー で あ る 、 請 求 項 １ ９ ～ ２ ２ の い
ず れ か に 記 載 の サ ー バ ー 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
　 利 用 不 可 能 な ユ ー ザ ー へ メ ッ セ ー ジ を ル ー テ ィ ン グ す る た め の シ ス テ ム で あ っ て 、 請 求
項 １ ９ ～ ２ ３ の い ず れ か に 記 載 の サ ー バ ー 、 お よ び 請 求 項 １ ４ ～ １ ８ の い ず れ か に 記 載 の
ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 を 備 え る 前 記 シ ス テ ム 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 一 時 的 に 利 用 不 可 能 な ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー 、 例 え ば 、 IPマ ル チ メ デ ィ ア サ
ブ シ ス テ ム （ IMS） 等 の 加 入 者 へ の 、 例 え ば 、 マ ル チ メ デ ィ ア メ ッ セ ー ジ サ ー ビ ス （ MMS）
通 知 等 の メ ッ セ ー ジ の ル ー テ ィ ン グ 方 法 、 シ ス テ ム 、 お よ び ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 に 関 す る 。
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っ て 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 （ １ ０ ， １ ２ ） が 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー が 未 登 録 ま た
は 登 録 済 み で あ る が 到 達 不 可 能 で あ る こ と を 示 す 状 態 イ ベ ン ト パ ッ ケ ー ジ を 格 納 し 、 ま た
前 記 状 態 が 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー が 利 用 可 能 で あ る こ と を 示 す 場 合 に 前 記 状 態 イ ベ ン
ト パ ッ ケ ー ジ の 加 入 者 へ の 通 知 を 生 成 す る よ う に 構 成 さ れ る 、 ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 。

ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー へ ル ー テ ィ ン グ す る メ ッ セ ー ジ を 生 成 す る た め の ネ ッ ト ワ ー ク サ
ー バ ー で あ っ て 、 利 用 不 可 能 な ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー の 状 態 に 加 入 し 、 ま た 前 記 利 用 不 可
能 な ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー が 利 用 可 能 で あ る こ と を 示 す 状 態 通 知 の 受 信 に 応 答 し て 、 前 記
利 用 不 可 能 な ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー へ メ ッ セ ー ジ を ル ー テ ィ ン グ す る よ う に 構 成 さ れ る 、
ネ ッ ト ワ ー ク サ ー バ ー 。



【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ア ク セ ス の 独 立 性 を 達 成 し 、 イ ン タ ー ネ ッ ト 全 体 の 有 線 端 末 に よ る ス ム ー ズ な 相 互 運 用
を 維 持 す る た め に 、 例 え ば 、 3GPP規 格 の TS23.228に 指 定 さ れ て い る IMSは 、 IETF（ イ ン タ
ー ネ ッ ト 技 術 特 別 調 査 委 員 会 ） の 「 イ ン タ ー ネ ッ ト 規 格 」 に 適 合 す る よ う に 開 発 さ れ て い
る 。 IPマ ル チ メ デ ィ ア コ ア ネ ッ ト ワ ー ク （ IMCN） に よ っ て 、 モ バ イ ル ま た は セ ル ラ ー ネ ッ
ト ワ ー ク の ネ ッ ト ワ ー ク オ ペ レ ー タ は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト の ア プ リ ケ ー シ ョ ン 、 サ ー ビ ス お
よ び プ ロ ト コ ル に 基 づ い て こ れ ら を 構 築 し 、 加 入 者 に 提 供 す る こ と が で き る 。 こ れ が 意 図
す る と こ ろ は 、 イ ン タ ー ネ ッ ト お よ び IMCNサ ブ シ ス テ ム に よ っ て 提 供 さ れ る 機 構 を 用 い た
イ ン タ ー ネ ッ ト 空 間 に そ れ ら を 包 含 す る モ バ イ ル ネ ッ ト ワ ー ク の オ ペ レ ー タ お よ び サ ー ド
パ ー テ ィ ー の サ プ ラ イ ヤ に よ る こ う し た サ ー ビ ス の 開 発 で あ る 。 従 っ て 、 IMSは 、 無 線 ユ
ー ザ ー の た め の 音 声 、 映 像 、 デ ー タ お よ び ウ ェ ブ ベ ー ス の 技 術 の 変 換 や 利 用 を 可 能 に し 、
ま た イ ン タ ー ネ ッ ト の 成 長 と モ バ イ ル コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の 成 長 の 両 立 を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 １ は 、 上 記 の 3GPP（ 第 ３ 世 代 移 動 体 通 信 シ ス テ ム の 国 際 規 格 検 討 機 関 ） 規 格 に 基 づ く
IMSネ ッ ト ワ ー ク の ア ー キ テ ク チ ャ を 示 す 。 こ の ア ー キ テ ク チ ャ は 、 例 え ば サ ー ビ ン グ コ
ー ル ス テ ー ト コ ン ト ロ ー ル フ ァ ン ク シ ョ ン （ S-CSCF） を ホ ー ム ネ ッ ト ワ ー ク HNに 設 置 す る
等 の 、 ロ ー ミ ン グ 加 入 者 の た め の 家 庭 用 加 入 サ ー ビ ス の サ ー ビ ス 制 御 が ホ ー ム ネ ッ ト ワ ー
ク HNに 存 在 す る と い う 概 念 に 基 づ い て い る 。 図 １ に 、 現 行 ま た は 旧 S-CSCFo10、 お よ び 将
来 の ま た は 新 規 S-CSCFn12を 示 す 。 例 え ば 、 加 入 者 の プ ロ フ ァ イ ル ま た は ユ ー ザ ー 装 置 （ U
E） 40の ネ ッ ト ワ ー ク の サ ー ビ ス 区 域 の 変 更 に よ っ て 生 じ る 要 求 能 力 の 変 化 に よ っ て 端 末
装 置 ま た は ユ ー ザ ー 装 置 UE40間 の 転 送 が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 般 的 に 、 S-CSCFは 、 サ ー ビ ス を 受 け る UEの セ ッ シ ョ ン 制 御 サ ー ビ ス を 行 う 。 ま た 、 ホ
ー ム ネ ッ ト ワ ー ク HNま た は 訪 問 先 ネ ッ ト ワ ー ク VNに 配 置 可 能 な ア プ リ ケ ー シ ョ ン サ ー バ ー
（ AS） 60に よ る 提 供 が 可 能 な サ ー ビ ス を サ ポ ー ト す る た め の ネ ッ ト ワ ー ク オ ペ レ ー タ が 必
要 と す る セ ッ シ ョ ン の 状 態 を 維 持 す る 。 オ ペ レ ー タ の ネ ッ ト ワ ー ク 内 で は 、 様 々 な S-CSCF
が 種 々 の 機 能 を 有 す る こ と が で き る 。 そ れ ぞ れ の セ ッ シ ョ ン 中 に S-CSCFに よ っ て 実 行 さ れ
る 機 能 は 、 例 え ば 、 登 録 、 セ ッ シ ョ ン フ ロ ー の 管 理 、 課 金 お よ び リ ソ ー ス の 活 用 管 理 等 で
あ る 。 加 入 者 が 訪 問 先 ネ ッ ト ワ ー ク VNを ロ ー ミ ン グ す る 場 合 、 訪 問 先 の ネ ッ ト ワ ー ク VNは
、 ホ ー ム ネ ッ ト ワ ー ク HNに 配 置 さ れ 、 サ ー ビ ス 制 御 を 提 供 す る セ ッ シ ョ ン 制 御 を そ れ ぞ れ
の S-CSCFに 渡 す こ と が 可 能 な Proxy-CSCF（ P-CSCF） 30を サ ポ ー ト す る 。 さ ら に 、 Interrog
ating-CSCF（ I-CSCF） 50は 、 そ の ネ ッ ト ワ ー ク オ ペ レ ー タ の 加 入 者 、 ま た は 現 在 そ の ネ ッ
ト ワ ー ク オ ペ レ ー タ の サ ー ビ ス エ リ ア 内 に 位 置 す る ロ ー ミ ン グ 加 入 者 へ の 予 約 さ れ た す べ
て の 接 続 の た め の オ ペ レ ー タ の ネ ッ ト ワ ー ク 内 の コ ン タ ク ト ポ イ ン ト と し て ホ ー ム ネ ッ ト
ワ ー ク  HN内 に 提 供 さ れ る 。 オ ペ レ ー タ の ネ ッ ト ワ ー ク 内 に 、 複 数 の I-CSCFを 置 く こ と が
で き る 。 I-CSCF50が 実 行 す る 機 能 に は 、 登 録 手 続 き を 行 う ユ ー ザ ー へ の S-CSCFの 割 り 当 て
、 別 の ネ ッ ト ワ ー ク か ら 受 信 し た リ ク エ ス ト の S-CSCFへ の ル ー テ ィ ン グ 、 加 入 者 デ ー タ ベ
ー ス か ら の S-CSCFの ア ド レ ス の 維 持 、 例 え ば 図 １ に 示 す ホ ー ム サ ブ ス ク ラ イ バ サ ー バ ー （
HSS） 20、 あ る い は HSS20か ら の 変 更 ア ド レ ス に 基 づ い て 確 定 し た S-CSCFへ の リ ク エ ス ト 送
信 ま た は 応 答 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 P-CSCF30は 、 IMS内 の 最 初 の コ ン タ ク ト ポ イ ン ト で あ る 。 そ の ア ド レ ス は 、 PDP（ パ ケ ッ
ト デ ー タ プ ロ ト コ ル ） コ ン テ キ ス ト の ア ク テ ィ ブ 化 に 従 っ て UE40に よ っ て 発 見 さ れ る 。 P-
CSCF30は 、 プ ロ キ シ の よ う に 機 能 す る 。 す な わ ち 、 お そ ら く は 変 換 後 、 内 部 的 に リ ク エ ス
ト を 受 け 入 れ 、 サ ー ビ ス の 提 供 、 ま た は 転 送 を 行 う 。 P-CSCF30は 、 ユ ー ザ ー エ ー ジ ェ ン ト
と し て も 機 能 す る こ と が で き る 。 す な わ ち 、 異 常 状 態 に お い て 終 了 さ せ る こ と 、 お よ び 独
立 し て 処 理 を 生 成 す る こ と が で き る 。 P-CSCF30が 実 行 す る 機 能 に は 、 UE40か ら の 登 録 の リ
ク エ ス ト を UE40が 提 供 す る ホ ー ム ド メ イ ン 名 を 用 い て 決 定 さ れ る I-CSCF、 例 え ば 、 I-CSCF
50に 転 送 し 、 UE40に リ ク エ ス ト ま た は 応 答 を 転 送 す る 。
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【 ０ ０ ０ ６ 】
　 さ ら に 図 １ に 示 さ れ る 、 異 な る CSCF要 素 の 機 能 に 関 す る 詳 細 を 上 記 3GPP規 格 よ り 得 る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 IFTFは 、 "draft-ietf-sipping-reg-event"に 定 義 さ れ る よ う に 、 登 録 の た め の セ ッ シ ョ
ン イ ニ シ エ ー シ ョ ン プ ロ ト コ ル （ SIP） イ ベ ン ト パ ッ ケ ー ジ を 定 め て い る 。 こ の REGISTER
法 に よ っ て 、 SIPは ユ ー ザ ー エ ー ジ ェ ン ト を 可 能 に す る が 、 こ れ は ユ ー ザ ー と ネ ッ ト ワ ー
ク と の 間 で 、 登 録 を 作 成 、 修 正 お よ び 削 除 す る た め の イ ン タ ー フ ェ ー ス （ 例 え ば 、 ブ ラ ウ
ザ ） で あ る 。 登 録 は 、 ポ リ シ ー を 執 行 す る た め に 管 理 者 が 変 更 す る こ と も で き る 。 そ の 結
果 、 こ れ ら の 登 録 は 動 的 な 変 化 が 可 能 な ネ ッ ト ワ ー ク に お け る 状 態 の 一 部 を 表 す こ と に な
る 。 ユ ー ザ ー エ ー ジ ェ ン ト が 、 こ の 状 態 の 変 化 の 通 知 を 受 け た い と す る 場 合 が 多 く あ る 。
イ ベ ン ト パ ッ ケ ー ジ は 、 こ れ ら の ユ ー ザ ー エ ー ジ ェ ン ト が こ う し た 通 知 を リ ク エ ス ト お よ
び 獲 得 で き る こ と に よ っ て あ る 機 構 を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 SIP REGISTER法 は 、 ユ ー ザ ー エ ー ジ ェ ン ト が 登 録 を 操 作 す る た め の 方 法 を 提 供 し て い る
。 Contactは 、 追 加 お よ び 削 除 が 可 能 で 、 現 行 の 一 連 の Contactの ク エ リ ー を 行 う こ と が で
き る 。 登 録 は 、 管 理 者 の ポ リ シ ー を 受 け て 変 更 す る こ と も で き る 。 例 え ば 、 ユ ー ザ ー に 不
正 行 為 の 嫌 疑 が あ る 場 合 、 い ず れ の リ ク エ ス ト も 受 け ら れ な い よ う に 、 そ の ユ ー ザ ー の 登
録 を 削 除 す る こ と が で き る 。 登 録 は 、 リ フ レ ッ シ ュ さ れ な け れ ば 、 し ば ら く 後 に 期 限 切 れ
と な る 。 こ の よ う に 、 登 録 は ネ ッ ト ワ ー ク が 維 持 す る 動 的 な 状 態 の 一 部 を 表 す 。 SIP Even
ts Frameworkで は 、 SIPシ ス テ ム に 関 連 す る イ ベ ン ト へ の 加 入 お よ び 通 知 の た め の 一 般 的
な フ レ ー ム ワ ー ク が 規 定 さ れ て い る 。 こ の フ レ ー ム ワ ー ク は 、 SUBSCRIBE法 お よ び NOTIFY
法 を 規 定 し 、 ま た パ ッ ケ ー ジ の 概 念 を 導 入 し て い る 。 パ ッ ケ ー ジ と は 、 例 え ば 、 登 録 の 状
態 等 の イ ベ ン ト の 特 定 の ク ラ ス に 対 す る イ ベ ン ト フ レ ー ム ワ ー ク の 具 体 的 な ア プ リ ケ ー シ
ョ ン で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 登 録 パ ッ ケ ー ジ 用 の SUBSCRIBEメ ッ セ ー ジ は 、 加 入 申 し 込 み を フ ィ ル タ リ ン グ す る た め
の ボ デ ィ 部 を 含 ん で い て も よ い 。 こ の メ ッ セ ー ジ は 、 ボ デ ィ 部 の 有 無 に か か わ ら ず 送 信 す
る こ と が で き る 。 デ フ ォ ル ト の 登 録 ポ リ シ ー で は 、 通 知 が SUBSCRIBEメ ッ セ ー ジ か ら 発 せ
ら れ 、 ま た 加 入 す る リ ソ ー ス に 対 す る い ず れ か の 登 録 済 み Contactの 状 態 の 変 更 が あ る 場
合 に 毎 回 発 行 さ れ る 。 そ れ ら の 通 知 に は 、 状 態 が 変 更 さ れ た Contactに 関 す る 情 報 が 含 ま
れ る だ け で あ る 。 こ の 通 知 は 、 特 定 の Address-of-Recordと 関 連 す る 一 部 ま た は す べ て の C
ontactを 記 載 し た 登 録 情 報 ド キ ュ メ ン ト の ボ デ ィ 部 に 含 ま れ る NOTIFYメ ッ セ ー ジ を 用 い て
転 送 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 3GPP IMS Release 5規 格 の TS24.229、 24.228お よ び 23.218で は 、 SIP登 録 状 態 イ ベ ン ト
パ ッ ケ ー ジ が イ ベ ン ト パ ッ ケ ー ジ の 加 入 者 へ の ユ ー ザ ー 登 録 状 態 に 関 す る 通 知 の た め に 使
用 さ れ る 。 3GPP IMS Release 6で は 、 例 え ば Presence、 Messages、 Conferencingお よ び MM
S等 の 新 た な サ ー ビ ス が シ ス テ ム に 導 入 さ れ る 。 IMSネ ッ ト ワ ー ク の 機 能 を 用 い る こ と が 可
能 な MMSの よ う な サ ー ビ ス が あ る 。 IMSネ ッ ト ワ ー ク は 、 SIP登 録 状 態 イ ベ ン ト パ ッ ケ ー ジ
を 用 い て ユ ー ザ ー 登 録 状 態 に 関 す る 正 確 な 情 報 を 提 供 す る と と も に 、 例 え ば 、 SIP MESSAG
Eリ ク エ ス ト を 用 い て MMS通 知 を 行 う こ と も 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 IMS加 入 者 は 、 IMS Release 5の 規 格 に 基 づ い て 、 登 録 あ る い は 登 録 の 取 り 消 し を 行 う 。
し か し な が ら 、 IMS加 入 者 は 、 登 録 は さ れ て い る が 、 例 え ば 、 バ ッ テ リ ー 切 れ 等 に よ る 加
入 者 の 現 在 の 位 置 で の 一 時 的 な 無 線 サ ー ビ ス 区 域 の 喪 失 に よ り 到 達 不 可 能 と な る こ と が あ
る 。 こ れ は 無 線 サ ー ビ ス 区 域 が 何 ら か の 理 由 で 不 均 一 で あ る 大 都 市 や エ リ ア に お い て は ご
く 普 通 の こ と で あ る 。 結 果 的 に 、 IMSネ ッ ト ワ ー ク を 用 い る 外 部 サ ー ビ ス は 、 サ ー ビ ス ユ
ー ザ ー に 到 達 で き な け れ ば 通 知 を 受 け る こ と が で き な い 。
【 発 明 の 開 示 】
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 従 っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 メ ッ セ ー ジ を 転 送 す る た め の IMSネ ッ ト ワ ー ク を 用 い た ア プ
リ ケ ー シ ョ ン サ ー バ ー に 、 サ ー ビ ス ユ ー ザ ー が 利 用 不 可 能 で あ る か ど う か を 認 識 さ せ る こ
と が で き る よ う な 方 法 、 シ ス テ ム 、 お よ び ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 目 的 は 、 一 時 的 に 利 用 不 可 能 な ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー へ の メ ッ セ ー ジ の ル ー テ ィ ン グ
方 法 で あ っ て 、
-　 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー の 状 態 イ ベ ン ト パ ッ ケ ー ジ へ 加 入 す る ス テ ッ プ と 、
-　 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー が 再 び 利 用 可 能 に な っ た 時 又 は 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー
が 再 登 録 さ れ た 時 を 示 す べ く 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー の 状 態 が 変 わ る 時 に 通 知 を 生 成 す
る ス テ ッ プ と 、
-　 前 記 通 知 の 受 信 に 応 答 し て 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー へ の 前 記 メ ッ セ ー ジ の ル ー テ ィ
ン グ を 行 う ス テ ッ プ と 、
を 含 む 、 ル ー テ ィ ン グ 方 法 に よ っ て 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 さ ら に 、 上 記 目 的 は 、 デ ー タ ネ ッ ト ワ ー ク に お い て ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー の た め に 働 く
ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 で あ っ て 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー が 未 登 録 ま た は 登 録 済 み で あ る が
到 達 不 可 能 で あ る こ と を 示 す 状 態 イ ベ ン ト パ ッ ケ ー ジ を 格 納 し 、 ま た 前 記 状 態 が 前 記 ネ ッ
ト ワ ー ク ユ ー ザ ー が 利 用 可 能 で あ る こ と を 示 す 場 合 に 前 記 状 態 イ ベ ン ト パ ッ ケ ー ジ の 加 入
者 へ の 通 知 を 生 成 す る よ う に 構 成 さ れ る 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 に よ っ て 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 、 上 記 目 的 は 、 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー へ ル ー テ ィ ン グ す る メ ッ セ ー ジ を 生 成 す る
た め の ネ ッ ト ワ ー ク サ ー バ ー で あ っ て 、 利 用 不 可 能 な ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー の 状 態 に 加 入
し 、 ま た 前 記 利 用 不 可 能 な ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー が 利 用 可 能 で あ る こ と を 示 す 状 態 通 知 の
受 信 に 応 答 し て 、 前 記 利 用 不 可 能 な ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー へ メ ッ セ ー ジ を ル ー テ ィ ン グ す
る よ う に 構 成 さ れ る 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク サ ー バ ー に よ っ て 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 最 終 的 に 、 上 記 目 的 は 、 一 時 的 に 利 用 不 可 能 な ユ ー ザ ー へ メ ッ セ ー ジ を ル ー テ ィ ン グ す
る た め の シ ス テ ム で あ っ て 、 上 述 の ネ ッ ト ワ ー ク サ ー バ ー お よ び ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 を 備 え
る 前 記 シ ス テ ム に よ り 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 よ っ て 、 外 部 の ア プ リ ケ ー シ ョ ン サ ー バ ー は 、 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー の 登 録 状 態 へ の 加
入 が 可 能 で 、 従 っ て ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー が 登 録 さ れ て い る か ど う か の 通 知 を 受 け る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 さ ら に 、 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー は 、 登 録 さ れ て い て も 利 用 不 可 能 な 場 合 が あ る 。 そ れ に
関 し 、 前 記 IMSネ ッ ト ワ ー ク を 利 用 す る 外 部 サ ー ビ ス は 、 IMSネ ッ ト ワ ー ク に よ る 経 験 と し
て 利 用 可 能 性 に 関 す る 通 知 を 受 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 発 明 に お い て 、 「 利 用 可 能 」 と い う 用 語 は 、 加 入 者 が 到 達 可 能 で な い 場 合 の 、 す な わ
ち 、 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー が 会 議 等 に よ り 意 図 的 に 妨 げ ら れ た く な い よ う な 状 況 等 の 、 す
べ て の シ ナ リ オ に 当 て は ま る 意 味 に お い て 解 釈 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 登 録 ス テ ッ プ は 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー が 利 用 不 可 能 か 、 ま た は 登 録 さ れ て い な い
こ と を 示 す メ ッ セ ー ジ の 受 信 に 応 答 し て 実 行 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 さ ら に 、 通 知 は 、 登 録 状 態 が 影 響 を 受 け な く て も 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー が 再 び 到 達
可 能 に な っ た こ と を 示 す 情 報 を 含 む こ と が で き る 。 特 に 、 こ の 情 報 は 、 イ ベ ン ト ま た は フ
ラ グ 情 報 で あ る 場 合 が あ る 。 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー の 端 末 装 置 が 、 発 信 セ ッ シ ョ ン の
セ ッ ト ア ッ プ ま た は 着 信 セ ッ シ ョ ン の セ ッ ト ア ッ プ 試 行 が 成 功 し た 後 に 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー
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ク ユ ー ザ ー が 利 用 可 能 で あ る こ と を 示 す 状 態 に 設 定 す る こ と が で き る 。 再 登 録 は 、 前 記 ネ
ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー の 再 割 り 当 て に 関 す る 通 知 に 基 づ い て 決 定 す る こ と が で き る 。 そ の 後
、 加 入 は 再 登 録 の 通 知 に 応 答 し て リ フ レ ッ シ ュ す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 さ ら に 有 益 な 変 形 ま た は 発 展 形 が 従 属 ク レ ー ム に 明 記 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 下 に お い て 、 添 付 図 面 を 参 照 し な が ら 、 好 適 な 実 施 態 様 に 基 づ き 本 発 明 を 更 に 詳 細 に
説 明 す る 。 　
【 好 適 な 実 施 形 態 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 好 適 な 実 施 態 様 を 、 図 １ に 示 す IMSネ ッ ト ワ ー ク に お け る MMS通 知 の 配 信 に 基 づ い て 説 明
す る 。 　 図 １ に 示 さ れ る IMSア ー キ テ ク チ ャ は 、 マ ル チ メ デ ィ ア サ ー ビ ス を 提 供 す る た め
の パ ケ ッ ト 交 換 ド メ イ ン が 提 供 す る サ ー ビ ス を 用 い る 一 組 の コ ア ネ ッ ト ワ ー ク エ ン テ ィ テ
ィ に 関 す る 。 HSS20は 、 所 与 の ユ ー ザ ー の た め の マ ス タ デ ー タ ベ ー ス で あ り 、 従 来 の ホ ー
ム ロ ケ ー シ ョ ン レ ジ ス タ （ HLR） の 機 能 に 加 え て 、 例 え ば IMS等 の よ う な IPネ ッ ト ワ ー ク に
指 定 さ れ る 新 規 の 機 能 を 備 え る 。 ま た 、 HSS20は 、 実 際 に コ ー ル あ る い は セ ッ シ ョ ン を 扱
う ネ ッ ト ワ ー ク エ ン テ ィ テ ィ を サ ポ ー ト す る た め 、 加 入 関 連 情 報 を 包 含 す る エ ン テ ィ テ ィ
で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ２ は 、 第 １ の 好 適 な 実 施 態 様 に 基 づ く 信 号 送 信 の 模 式 図 で あ っ て 、 加 入 者 が 再 び 登 録
さ れ て 利 用 可 能 に な っ た 場 合 に 、 AS60は 登 録 状 態 イ ベ ン ト パ ッ ケ ー ジ の 登 録 済 み ／ 未 登 録
情 報 を 用 い て UE40の IMS加 入 者 へ MMS通 知 を 配 信 し て 通 知 を 受 け る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 第 １ の 好 適 な 実 施 態 様 に よ れ ば 、 IMSネ ッ ト ワ ー ク の 既 存 の 機 能 を 利 用 し た MMS通 知 の た
め の SIPベ ー ス の ソ リ ュ ー シ ョ ン が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 MMSサ ー バ ー で あ り う る AS60が 、 IMSユ ー ザ ー ま た は 加 入 者 へ MMS通 知 を 配 信 し よ う と す
る 場 合 、 SIP MESSAGEリ ク エ ス ト を 生 成 し 、 リ ク エ ス ト の ペ イ ロ ー ド と し て 直 接 的 ま た は
間 接 的 な 通 知 を 含 め る （ ス テ ッ プ 1） 。 こ の 時 点 で IMS加 入 者 が 登 録 さ れ て い な い 場 合 、 ME
SSAGEリ ク エ ス ト が UE40に 配 信 さ れ る の で は な く 、 む し ろ 例 え ば 、 SIP 480 Temporary Una
vailable等 の SIPエ ラ ー 応 答 を 用 い て 、 デ フ ォ ル ト の S-CSCF、 例 え ば 、 S-CSCFo10に よ っ て
拒 絶 さ れ る 。 こ こ で AS60は 、 IMSネ ッ ト ワ ー ク ア ー キ テ ク チ ャ 内 の SIP ASに 対 応 し 、 SIP 
ユ ー ザ ー エ ー ジ ェ ン ト と し て 作 用 す る 。 AS60は 自 身 の リ ク エ ス ト を 生 成 可 能 で あ り 、 ま た
例 え ば 、 Shイ ン タ ー フ ェ ー ス 上 の ユ ー ザ ー の S-CSCFの た め の ク エ リ ー を 行 う か 、 ま た は I-
CSCF50に リ ク エ ス ト を 送 信 す る こ と に よ っ て 、 ユ ー ザ ー の 代 理 と な り う る と 仮 定 さ れ る 。
ま た 、 ユ ー ザ ー は 現 在 登 録 さ れ て い な い の で 、 ユ ー ザ ー が 未 登 録 の 場 合 、 登 録 状 態 の 情 報
も 提 供 さ れ る と 仮 定 さ れ る 。 し た が っ て 、 登 録 状 態 の 提 供 は 、 未 登 録 の 状 態 に も 関 連 す る
サ ー ビ ス に 等 し い 。 ユ ー ザ ー が 未 登 録 の 状 態 に 関 連 し た サ ー ビ ス を 有 す る 場 合 、 す な わ ち
、 HSS20が 未 登 録 状 態 に 対 す る ユ ー ザ ー 情 報 を 格 納 し て い る 場 合 、 そ の 後 デ フ ォ ル ト の S-C
SCFが 割 り 当 て ら れ て リ ク エ ス ト を 処 理 す る 。 ユ ー ザ ー は 登 録 さ れ て い な い の で 、 UE40に
対 し て S-CSCFo10が 格 納 す る 経 路 が な く 、 そ の 結 果 、 4xx SIPの 失 敗 応 答 に 反 応 し て 、 S-CS
CFo10は 、 着 信 SIP MESSAGEリ ク エ ス ト を 拒 絶 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 経 路 生 成 に 関 す る 更 な る 詳 細 は 、 3GPP規 格 TS24.229か ら 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ２ に よ れ ば 、 I-CSCF50は 、 AS60か ら の SIP MESSAGEリ ク エ ス ト の 受 信 に 応 答 し て HSS20
（ ス テ ッ プ ２ ） へ の ク エ リ ー を 開 始 し 、 ル ー テ ィ ン グ 情 報 を 得 る 。 そ の 後 、 ス テ ッ プ ３ に
お い て MESSAGEリ ク エ ス ト を デ フ ォ ル ト の S-CSCFo10に 転 送 す る が 、 ス テ ッ プ ４ aお よ び 4b
に お い て SIP 480 Temporary Unavailableの 応 答 に よ っ て AS60に 応 答 す る 。 MESSAGEリ ク エ
ス ト が 拒 絶 さ れ る た め 、 AS60は 、 例 え ば 、 I-CSCF50へ の リ ク エ ス ト の 代 用 と な っ て （ ス テ
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ッ プ ５ ） 以 前 に 送 信 さ れ た MESSAGEリ ク エ ス ト と 同 じ 方 法 で 、 登 録 状 態 イ ベ ン ト に 対 し て S
UBSCRIBEリ ク エ ス ト を 転 送 し て ユ ー ザ ー 登 録 状 態 に 加 入 す る が 、 ス テ ッ プ ６ に お い て ユ ー
ザ ー の S-CSCFに 対 し て ク エ リ ー を 行 う こ と が で き る 。 事 実 に 基 づ き 、 以 前 に 割 り 当 て ら れ
た S-CSCFo10が 割 り 当 て を 取 り 消 さ れ て い て も い な く て も 、 新 し い デ フ ォ ル ト の S-CSCFを
割 り 当 て て SUBSCRIBEリ ク エ ス ト を 処 理 す る 必 要 性 が 生 じ る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ス テ ッ プ ７ に お い て 、 S-CSCFo10が SUBSCRIBEリ ク エ ス ト を 受 信 す る 場 合 、 IETF規 格 RFC3
265に よ っ て 要 求 さ れ て い る よ う に 、 認 証 し て 許 可 を 与 え る 必 要 が あ る 。 正 常 な 申 し 込 み
は 、 ス テ ッ プ ８ aお よ び 8bの SIP
200 OK応 答 に よ っ て 承 認 さ れ る 。 3GPP IMSに お い て 、 認 証 は IETF規 格 RFC3325を 用 い て 解
決 さ れ 、 こ こ で 、 AS60は SIPリ ク エ ス ト に 信 頼 で き る ア イ デ ン テ ィ テ ィ を 挿 入 す る 。 こ れ
に 基 づ い て 、 S-CSCFo10は AS60が 特 定 の ユ ー ザ ー 登 録 状 態 に 対 し て 許 可 を 与 え ら れ た 加 入
者 で あ る か ど う か を 決 定 す る こ と が で き 、 正 し け れ ば 加 入 情 報 を 組 み 込 む こ と が で き る 。
HNの 全 て の ア プ リ ケ ー シ ョ ン サ ー バ ー は 、 3GPP規 格 N1-030285に 基 づ い て 登 録 の イ ベ ン ト
パ ッ ケ ー ジ に 加 入 す る 許 可 を 与 え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 従 っ て 、 HNに 属 し て い れ ば AS60は 許 可 を 与 え ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 し か し な が ら 、 ス テ ッ プ ９ に お い て ユ ー ザ ー ま た は IMS加 入 者 が （ 再 び ） 登 録 し た 場 合
、 ス テ ッ プ 10aお よ び 10bに お い て S-CSCFo10が 送 信 す る NOTIFYリ ク エ ス ト は 、 ユ ー ザ ー 登
録 状 態 の 変 更 に つ い て AS60に 通 知 す る 。 AS60は 、 ス テ ッ プ 11aお よ び 11bに お い て 、 SIP 20
0 OK応 答 に よ っ て 受 信 を 了 解 す る 。 従 っ て 、 AS60は 、 ス テ ッ プ 12お よ び 14（ ス テ ッ プ 13に
お い て I-CSCF50に よ る HSSク エ リ ー ） に お い て 、 MESSAGEリ ク エ ス ト の 再 開 お よ び S-CSCFo1
0を 経 由 し て UE40へ の ル ー テ ィ ン グ が 可 能 に な り 、 最 終 的 に ス テ ッ プ 15に お い て MMS通 知 を
UE40の IMS加 入 者 へ 転 送 お よ び 配 信 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ３ は 、 第 ２ の 好 適 な 実 施 態 様 に 基 づ く 模 式 的 な 信 号 送 信 図 で あ っ て 、 AS60は 、 加 入 情
報 の リ フ レ ッ シ ュ を 用 い て 、 新 規 に 割 り 当 て ら れ た S-CSCFn12へ の 加 入 状 態 の 移 行 に 基 づ
い て UE40の IMS加 入 者 へ の MMS通 知 を 配 信 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ３ に お い て 、 ス テ ッ プ 1～ 9は 、 図 ２ に 示 す 第 １ の 好 適 な 実 施 態 様 と 一 致 す る た め 、 そ
れ ら の 説 明 は 簡 素 化 の 理 由 か ら こ こ で は 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 し か し な が ら 、 ス テ ッ プ ９ に お い て 、 ユ ー ザ ー ま た は IMS加 入 者 が （ 再 び ） 登 録 す る 場
合 、 割 り 当 て ら れ る S-CSCFは 登 録 さ れ た 状 態 に 関 連 し た 適 切 な 機 能 を 有 す る 必 要 が あ る た
め 、 新 規 の S-CSCFn12を そ れ に 対 し て 割 り 当 て る こ と が 可 能 で あ る 。 こ の 場 合 、 3GPP規 格 T
S23.228に 記 載 さ れ て い る よ う に 、 古 い S-CSCFo10は 、 Cxイ ン タ ー フ ェ ー ス を 経 て 再 割 り 当
て （ ス テ ッ プ 10） に つ い て 通 知 を 受 け る 。 こ の 時 点 で 、 S-CSCFo10が ユ ー ザ ー プ ロ フ ァ イ
ル を ド ロ ッ プ す る 前 に 、 ス テ ッ プ 11aお よ び 11bに お い て 、 値 「 終 了 」 を 含 む 加 入 状 態 ヘ ッ
ダ ー を 備 え る SIP NOTIFYリ ク エ ス ト を 発 行 す る こ と に よ っ て 、 新 規 に 割 り 当 て ら れ た S-CS
CFn12へ 加 入 状 態 を 移 行 す る 。 AS60は 、 ス テ ッ プ 12aお よ び 12bに お い て SIP 200 OKの 肯 定
応 答 に 応 答 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 IETF規 格 RFC3265に 基 づ い て 加 入 状 態 の 移 行 を 実 行 す る 場 合 、 ス テ ッ プ 13に お い て 、 AS6
0は 再 加 入 を 開 始 す る 。 ス テ ッ プ 14に お け る I-CSCF50に よ る HSSク エ リ ー の 後 、 ス テ ッ プ 15
に お い て SUBSCRIBEリ ク エ ス ト が S-CSCFn12に 転 送 さ れ る 。 S-CSCFn12は 、 ス テ ッ プ 16aお よ
び 16bに お い て SIP 200 OKの 肯 定 応 答 に 応 答 す る 。 従 っ て 、 移 行 を 利 用 し て 、 加 入 状 態 を
リ フ レ ッ シ ュ す る SUBSCRIBEリ ク エ ス ト は 新 規 に 割 り 当 て ら れ た S-CSCFn12で 終 了 す る が 、
そ の S-CSCFn12は 、 上 述 の よ う に 認 証 お よ び 許 可 ス テ ッ プ を 実 行 し 、 加 入 情 報 を 組 み 込 む
。
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【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ れ で ユ ー ザ ー ま た は IMS加 入 者 が 登 録 さ れ た た め 、 ス テ ッ プ 17aお よ び 17bに お い て 、
新 し い S-CSCFn12に よ っ て 送 信 さ れ る NOTIFYリ ク エ ス ト は 、 ユ ー ザ ー 登 録 状 態 の 変 更 に つ
い て AS60に 通 知 す る 。 従 っ て 、 肯 定 応 答 後 （ 図 示 せ ず ） 、 AS60は 、 ス テ ッ プ 18お よ び 20に
お い て 、 MESSAGEリ ク エ ス ト の 再 開 お よ び S-CSCFn12（ ス テ ッ プ 19に お け る HSSク エ リ ー ）
を 経 由 す る UE40へ の ル ー テ ィ ン グ が 可 能 に な り 、 最 終 的 に ス テ ッ プ ２ 1に お い て 、 MMS通 知
を UE40の IMS加 入 者 へ 転 送 お よ び 配 信 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の 時 点 で AS60は 、 ユ ー ザ ー 登 録 状 態 に 加 入 状 態 の 終 了 を 決 定 す る か 、 ま た は 加 入 状 態
を 保 持 す る こ と が あ る 。 後 者 の 場 合 で あ る と 仮 定 す れ ば 、 ユ ー ザ ー が そ れ 自 体 の 登 録 を 取
り 消 す か 、 ま た は ネ ッ ト ワ ー ク が ネ ッ ト ワ ー ク 起 動 登 録 取 り 消 し 手 続 き の 実 行 を 決 定 す る
場 合 に 、 申 込 が 終 了 す る 。 こ れ は 、 S-CSCFn12が こ の 時 点 で 割 当 て を 取 り 消 さ れ 、 未 登 録
状 態 を 処 理 す る た め に 別 の S-CSCFが 割 り 当 て ら れ る こ と が あ る た め で あ る 。 こ の 手 続 き は
、 3GPP規 格 の N1-030296お よ び TS24.229に 記 載 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 従 っ て 、 AS60の 加 入 申 し 込 み が 終 了 す る 、 す な わ ち 値 「 終 了 」 を 含 む 加 入 状 態 ヘ ッ ダ ー
を 備 え る NOTIFYリ ク エ ス ト を 受 信 す る 場 合 、 そ れ で も ユ ー ザ ー 登 録 状 態 に 関 す る 更 な る 情
報 を 受 信 し た い と き に は 、 S-CSCFn12に 一 致 す る 加 入 状 態 を リ フ レ ッ シ ュ す る 必 要 が あ る
。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 第 ３ の 好 適 な 実 施 態 様 に よ れ ば 、 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー ま た は IMS加 入 者 は 、 登 録 は さ
れ る が 、 な お 到 達 不 可 能 で あ る と 識 別 さ れ る 。 こ れ を 実 現 す る た め に 、 S-CSCFは 、 登 録 済
み 状 態 イ ベ ン ト パ ッ ケ ー ジ ま た は 新 規 の 状 態 イ ベ ン ト パ ッ ケ ー ジ に お い て 、 こ の 加 入 者 が
到 達 可 能 で あ る か ど う か を 示 す 更 な る 情 報 を 維 持 す る よ う に 適 合 さ せ ら れ る 。 一 例 と し て
、 加 入 者 の 現 在 の 位 置 で バ ッ テ リ ー 切 れ ま た は 一 時 的 な 無 線 サ ー ビ ス 区 域 の 喪 失 が あ れ ば
、 加 入 者 は 到 達 不 可 能 に な る こ と が 挙 げ ら れ る 。 S-CSCFは 、 終 端 ト ラ フ ィ ッ ク が 加 入 者 に
正 常 に 配 信 さ れ な い 場 合 、 こ の 状 況 を 認 識 す る こ と が で き る 。 こ の よ う に 、 加 入 者 が 登 録
さ れ た が 到 達 不 可 能 で あ る 場 合 の 状 態 に 対 す る 新 し い イ ベ ン ト 、 す な わ ち 「 到 達 不 可 能 」
ま た は 「 サ ー ビ ス 区 域 外 」 が 導 入 さ れ る 。 従 っ て 、 加 入 者 が 登 録 さ れ る 場 合 、 状 態 は 「 到
達 可 能 」 ま た は 「 到 達 不 可 能 」 の ど ち ら か に な り う る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 特 に 、 加 入 者 へ の 終 端 ト ラ フ ィ ッ ク が 成 功 す る か 、 ま た は 着 信 セ ッ シ ョ ン の セ ッ ト ア ッ
プ の 試 行 が 成 功 す る 場 合 、 ま た は 端 末 装 置 ま た は UE40が 通 常 の 発 信 セ ッ シ ョ ン の セ ッ ト ア
ッ プ を 行 う 場 合 、 ま た は UE40の 通 常 の 再 登 録 が 行 わ れ る 場 合 に 、 状 態 は 「 到 達 可 能 」 に 設
定 す る こ と が で き る 。 し か し な が ら 、 状 態 が 「 到 達 不 可 能 」 に 設 定 さ れ て い る 場 合 は 、 や
は り 終 端 ト ラ フ ィ ッ ク を 妨 げ な い 。 し か し 、 例 え ば 、 MMSサ ー バ ー 等 の AS60か ら の メ ッ セ
ー ジ 送 信 が 失 敗 し た 場 合 、 AS60は 、 加 入 者 が い つ 再 び 到 達 可 能 に な っ た の か を 調 査 す る た
め に S-CSCFに 加 入 す る こ と が で き る 。 こ れ を 達 成 す る た め に 、 AS60は 、 加 入 者 の 登 録 イ ベ
ン ト パ ッ ケ ー ジ ま た は 他 の 新 規 な イ ベ ン ト パ ッ ケ ー ジ の た め に 申 し 込 み を 受 け る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 従 っ て 、 登 録 イ ベ ン ト パ ッ ケ ー ジ の た め の よ り 細 か い デ ー タ の 塊 が 提 供 さ れ る た め 、 こ
の イ ベ ン ト パ ッ ケ ー ジ へ の 申 し 込 み を 受 け る AS60は 、 加 入 者 の 利 用 可 能 性 に つ い て よ り 正
確 な 情 報 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ４ は 、 UE40の IMS加 入 者 の 状 態 イ ベ ン ト パ ッ ケ ー ジ へ の AS60の 申 し 込 み を 示 す 信 号 送
信 図 を 示 す 。 ス テ ッ プ 1に お い て 、 MMS通 知 は 、 IETF規 格 RFC3428に お い て 定 義 さ れ る よ う
に 、 SIP MESSAGEリ ク エ ス ト 内 で I-CSCF50へ と ル ー テ ィ ン グ さ れ る 。 I-CSCF50は 、 ス テ ッ
プ ２ に お い て 、 UE40の た め に 働 い て い る 現 在 の S-CSCFo10へ の ル ー テ ィ ン グ 情 報 を 得 る た
め 、 HSS20に ク エ リ ー を 開 始 す る 。 ス テ ッ プ ３ に お い て 、 I-CSCF50は 、 ル ー テ ィ ン グ 情 報
を 受 信 し て 、 S-CSCFo10に SIP MESSAGEリ ク エ ス ト を 転 送 す る 。 そ の 後 、 UE40が 現 在 到 達 不
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可 能 で あ る こ と を 決 定 す る こ と が で き る 。 終 端 S-CSCFo10は 、 直 接 の メ ッ セ ー ジ が 終 端 ユ
ー ザ ー へ 転 送 さ れ な い 時 点 で 決 定 す る こ と が で き る 。 こ の 決 定 は 、 あ る ア プ リ ケ ー シ ョ ン
ロ ジ ッ ク 基 づ く か 、 ま た は 例 え ば 、 発 信 側 の 好 み あ る い は 受 信 側 の 機 能 等 に 基 づ く こ と が
で き る 。 必 要 な 情 報 は 、 例 え ば 、 SIP 480 Temporarily Unavailable等 の 応 答 メ ッ セ ー ジ
の エ ラ ー の 原 因 に お け る 到 達 不 可 能 状 態 を 示 す こ と が で き る P-CSCF30に お い て 得 る こ と が
で き る 。 IETF規 格 RFC 3261に 基 づ い て 、 応 答 メ ッ セ ー ジ に お け る 理 由 フ レ ー ズ を イ ベ ン ト
状 態 情 報 の 伝 達 に 用 い る こ と が で き る 。 対 応 す る Status Lineは 、 次 の よ う に な る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 Status Line = SIP-Version SP Status-Code SP Reason-Phrase CRLF
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 UE40の 到 達 不 可 能 状 態 の 判 定 は 、 UE40に あ て ら れ た MESSAGEリ ク エ ス ト へ の 応 答 を 待 っ
て い る P-CSCF30で の 期 限 切 れ の タ イ ム ア ウ ト に 基 づ く こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 P-CSCF30
は 、 UE40が 到 達 不 可 能 で あ る と 仮 定 し 、 到 達 不 可 能 状 態 を 示 す 応 答 メ ッ セ ー ジ を 生 成 す る
。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 従 っ て 、 加 入 者 が 見 つ か っ て い な い か 、 ま た は 到 達 不 可 能 で あ る か を 示 す メ ッ セ ー ジ SI
P 480 Temporary Unavailableは 、 ス テ ッ プ ４ aお よ び 4bに お い て 、 I-CSCF50を 経 て AS60へ
発 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 AS60は 、 こ の 否 定 回 答 に 応 答 し て 、 I-CSCFを 経 て SIP SUBSCRIBEリ ク エ ス ト を 転 送 し 、
ス テ ッ プ ５ aお よ び 5bに お い て 、 S-CSCFo10に HSSク エ リ ー （ 図 示 せ ず ） を 行 う 。 S-CSCFo10
は 、 ス テ ッ プ ６ aお よ び 6bに お い て 、 I-CSCFを 経 て AS60へ ル ー テ ィ ン グ さ れ る SIP 200 OK
の 肯 定 応 答 に よ っ て 加 入 を 承 認 す る 。 モ バ イ ル を 起 源 と す る 処 理 、 モ バ イ ル 端 末 処 理 ま た
は UE40の 再 登 録 等 の 、 S-CSCFo10に よ っ て UE40の 正 常 な 処 理 が 決 定 さ れ る と す ぐ に 、 S-CSC
Fo10は 、 ス テ ッ プ ７ aお よ び 7bに お い て 、 AS60へ I-CSCFを 経 て 状 態 「 登 録 済 」 お よ び イ ベ
ン ト 「 到 達 可 能 」 を 備 え る SIP NOTIFYリ ク エ ス ト を 発 行 す る 。 こ の NOTIFYリ ク エ ス ト は 、
ス テ ッ プ ８ aお よ び 8bに お い て 、 SIP 200 OK応 答 を 対 応 さ せ て AS60が 承 認 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 従 っ て 、 AS60は 、 UE40が 再 び 到 達 可 能 に な り 、 ス テ ッ プ ９ （ ス テ ッ プ 10に お け る I-CSCF
に よ る HSSク エ リ ー を 含 む ） に 示 す よ う に I-CSCF50を 経 た 、 ま た ス テ ッ プ 11aか ら 11cに 示
す よ う に S-CSCFo10お よ び P-CSCF30を 経 た 、 UE40へ の MMS通 知 を 備 え る SIP MESSAGEの 転 送
が 現 在 可 能 で あ る こ と 通 知 さ れ る 。 UE40は 、 ス テ ッ プ 12aか ら 12dに お い て 、 そ れ に 応 答 し
て SIP 200 OKの 肯 定 応 答 を AS60に 転 送 す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 そ の 結 果 、 AS60は 、 UE40の 接 続 状 態 の 通 知 を 受 け る こ と が で き 、 従 っ て MMS通 知 を UE40
に 正 常 に 転 送 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 の 好 適 な 実 施 態 様 に 制 限 さ れ な い 点 に 留 意 す る 。 本 発 明 は 、 あ ら ゆ る デ
ー タ ネ ッ ト ワ ー ク に お い て 実 行 す る こ と が 可 能 で あ っ て 、 加 入 者 の 登 録 状 態 へ の 申 し 込 み
を 実 行 す る こ と が で き 、 そ れ に よ っ て 到 達 可 能 ま た は 到 達 不 可 能 状 態 、 ま た は 関 係 す る ネ
ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー の 再 登 録 を 通 知 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 本 実 施 態 様 は 、 添 付
の 請 求 の 範 囲 内 で 異 な る こ と が あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ １ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 好 適 な 実 施 態 様 を 実 行 で き る ネ ッ ト ワ ー ク ア ー キ テ ク チ ャ の 模 式 的 ブ ロ
ッ ク 図 を 示 す 。
【 図 ２ 】 第 １ の 好 適 な 実 施 態 様 に 基 づ い て 、 IMS加 入 者 へ の 通 知 の 配 信 を 示 す メ ッ セ ー ジ
信 号 送 信 お よ び 処 理 図 を 示 す 。
【 図 ３ 】 第 ２ の 好 適 な 実 施 態 様 に 基 づ い て 、 IMS加 入 者 へ の 通 知 の 配 信 を 示 す メ ッ セ ー ジ
信 号 送 信 お よ び 処 理 図 を 示 す 。
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【 図 ４ 】 第 ３ の 好 適 な 実 施 態 様 に 基 づ い て 、 登 録 状 態 イ ベ ン ト パ ッ ケ ー ジ へ の 加 入 を 示 す
メ ッ セ ー ジ 信 号 送 信 お よ び 処 理 図 を 示 す 。

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 12月 21日 (2004.12.21)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 一 時 的 に 利 用 不 可 能 な ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー （ ４ ０ ） へ の メ ッ セ ー ジ の ル ー テ ィ ン グ 方
法 で あ っ て 、 前 記 方 法 は 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー （ ４ ０ ） が 再 び 利 用 可 能 に な っ た と
き に 前 記 メ ッ セ ー ジ を 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー （ ４ ０ ） へ ル ー テ ィ ン グ す る ス テ ッ プ を
含 み 、 さ ら に 、
前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー （ ４ ０ ） の 状 態 イ ベ ン ト パ ッ ケ ー ジ へ 加 入 す る ス テ ッ プ と 、
前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー （ ４ ０ ） が 再 び 利 用 可 能 に な っ た 時 又 は 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー
ザ ー （ ４ ０ ） が 再 登 録 さ れ た 時 を 示 す べ く 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー （ ４ ０ ） の 状 態 が 変
わ る 時 に 通 知 を 生 成 す る ス テ ッ プ と 、 を 含 む こ と を 特 徴 と し 、
さ ら に 前 記 加 入 ス テ ッ プ は 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー が 到 達 不 可 能 で あ る か 又 は 未 登 録
で あ る こ と を 示 す 応 答 の 受 信 に 応 答 し て 行 な わ れ 、
さ ら に 前 記 ル ー テ ィ ン グ ス テ ッ プ は 、 前 記 通 知 の 受 信 に 応 答 し て 行 な わ れ る 、
ル ー テ ィ ン グ 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 状 態 イ ベ ン ト パ ッ ケ ー ジ が 登 録 状 態 イ ベ ン ト パ ッ ケ ー ジ で あ る 、 請 求 項 １ に 記 載 の
方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
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　 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー が 再 び 利 用 可 能 に な っ た 時 の 前 記 状 態 が 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク
ユ ー ザ ー が 再 び 到 達 可 能 に な っ た 状 態 で あ る 、 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 通 知 が 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー が 到 達 可 能 で あ る か 、 ま た は サ ー ビ ス 区 域 外 の
ど ち ら か で あ る こ と を 示 す 情 報 を 含 む 、 請 求 項 １ か ら ３ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 情 報 が イ ベ ン ト ま た は フ ラ グ 情 報 で あ る 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー の 初 回 登 録 後 、 前 記 情 報 が 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー が 利
用 可 能 で あ る こ と を 示 す 状 態 に 設 定 さ れ る 、 請 求 項 ４ ま た は ５ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー へ の 端 末 ト ラ フ ィ ッ ク が 不 成 功 で あ る 場 合 、 前 記 情 報 が 、 そ
の ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー が サ ー ビ ス 区 域 外 に あ る こ と を 示 す 状 態 に 設 定 さ れ る 、 請 求 項 ４
か ら ６ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 サ ー ビ ス 区 域 外 状 態 が 、 応 答 メ ッ セ ー ジ の エ ラ ー の 原 因 に 基 づ い て 決 定 さ れ る 、 請
求 項 ７ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー の 端 末 装 置 （ ４ ０ ） が 発 信 セ ッ シ ョ ン の セ ッ ト ア ッ プ ま た は
再 登 録 を 実 行 す る 場 合 、 前 記 情 報 が 、 そ の ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー が 到 達 可 能 で あ る こ と を
示 す 状 態 に 設 定 さ れ る 、 請 求 項 ４ か ら ８ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 再 登 録 が 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー の 再 割 り 当 て に 関 す る 情 報 に 基 づ い て 決 定 さ
れ る 、 請 求 項 １ か ら ９ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 再 登 録 の 通 知 に 応 答 し て 加 入 を リ フ レ ッ シ ュ す る ス テ ッ プ を さ ら に 含 む 、 請 求 項 １
０ に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 メ ッ セ ー ジ が Ｍ Ｍ Ｓ 通 知 で あ る 、 請 求 項 １ か ら １ １ の い ず れ か に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
　 デ ー タ ネ ッ ト ワ ー ク に お い て ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー （ ４ ０ ） 及 び ネ ッ ト ワ ー ク サ ー バ ー
（ ６ ０ ） の た め に 働 く と 共 に 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク サ ー バ ー （ ６ ０ ） か ら 一 時 的 に 利 用 不 可
能 な ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー （ ４ ０ ） へ メ ッ セ ー ジ を ル ー テ ィ ン グ す る ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 で
あ っ て 、
前 記 ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 （ １ ０ ， １ ２ ） が 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー が 再 び 利 用 可 能 に な
っ た と き に 前 記 メ ッ セ ー ジ を 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー （ ４ ０ ） へ ル ー テ ィ ン グ す る よ う
に 構 成 さ れ 、
さ ら に 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 （ １ ０ ， １ ２ ） は 、
- 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー （ ４ ０ ） が 到 達 不 可 能 で あ る か 又 は 未 登 録 で あ る こ と を 示 す
前 記 ネ ッ ト ワ ー ク サ ー バ ー （ ６ ０ ） へ の 応 答 を 生 成 し 、
- 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー （ ４ ０ ） が 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク サ ー バ ー か ら 到 達 不 可 能 で あ る
か 又 は 未 登 録 で あ る こ と を 示 す 前 記 応 答 を 受 信 し た 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク サ ー バ ー か ら の 加 入
要 求 の 受 信 に よ り 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク サ ー バ ー （ ６ ０ ） を 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー （ ４
０ ） の 状 態 イ ベ ン ト パ ッ ケ ー ジ へ 加 入 さ せ 、
- 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー が 再 び 利 用 可 能 に な っ た 時 又 は 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー が
再 登 録 さ れ た 時 を 示 す べ く 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー の 状 態 が 変 わ っ た 時 に 通 知 を 生 成 し
、
- 前 記 通 知 の 受 信 に 応 答 し て 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク サ ー バ ー か ら 送 信 さ れ た 前 記 メ ッ セ ー ジ の
受 信 に 応 答 し て 前 記 メ ッ セ ー ジ を 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー （ ４ ０ ） へ ル ー テ ィ ン グ す る
、
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よ う に 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 。
【 請 求 項 １ ４ 】
　 前 記 通 知 が 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー が 到 達 可 能 ま た は サ ー ビ ス 区 域 外 の い ず れ か で
あ る こ と を 示 す 情 報 を 含 む 、 請 求 項 １ ３ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ５ 】
　 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 が 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー の 初 回 登 録 後 か 、 ま た は 前 記 ネ ッ
ト ワ ー ク ユ ー ザ ー の 端 末 装 置 （ ４ ０ ） が 発 信 セ ッ シ ョ ン の セ ッ ト ア ッ プ を 実 行 す る か 、 ま
た は 着 信 セ ッ シ ョ ン セ ッ ト ア ッ プ の 試 み が 成 功 し た 場 合 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー が 利
用 可 能 で あ る こ と を 示 す 状 態 へ 前 記 情 報 を 設 定 す る よ う に 構 成 さ れ る 、 請 求 項 １ ４ に 記 載
の 装 置 。
【 請 求 項 １ ６ 】
　 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー へ の 端 末 ト ラ フ ィ ッ ク が 不 成 功 で あ る 場 合 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー
ク 装 置 が 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー が サ ー ビ ス 区 域 外 で あ る こ と を 示 す 状 態 に 前 記 情 報
を 設 定 す る よ う に 構 成 さ れ る 、 請 求 項 １ ４ ま た は １ ５ に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ７ 】
　 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 が 、 Ｉ Ｍ Ｓ ネ ッ ト ワ ー ク の コ ー ル 制 御 機 能 （ １ ０ お よ び １ ２ ） を
含 む 、 請 求 項 １ ３ か ら １ ６ の い ず れ か に 記 載 の 装 置 。
【 請 求 項 １ ８ 】
　 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー （ ４ ０ ） へ ル ー テ ィ ン グ す る メ ッ セ ー ジ を 生 成 す る と 共 に 、 一 時
的 に 利 用 不 可 能 な ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー （ ４ ０ ） へ 、 該 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー （ ４ ０ ） が
再 び 利 用 可 能 に な っ た と き に メ ッ セ ー ジ を ル ー テ ィ ン グ す る ネ ッ ト ワ ー ク サ ー バ ー で あ っ
て 、
前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー （ ６ ０ ） が 、
- ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 （ １ ０ ， １ ２ ） に よ っ て 生 成 さ れ る 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー （ ４
０ ） が 到 達 不 可 能 で あ る か 又 は 未 登 録 で あ る こ と を 示 す 応 答 の 受 信 に 応 答 し て 、 前 記 利 用
不 可 能 な ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー （ ４ ０ ） の 状 態 イ ベ ン ト パ ッ ケ ー ジ に 加 入 し 、
- 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー が 再 び 利 用 可 能 に な っ た 時 又 は 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー が
再 登 録 さ れ た 時 を 示 す べ く 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー の 状 態 が 変 わ っ た 時 に 前 記 ネ ッ ト ワ
ー ク 装 置 （ １ ０ ， １ ２ ） に よ っ て 生 成 さ れ る 通 知 の 受 信 に 応 答 し て 前 記 メ ッ セ ー ジ を 前 記
ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー （ ４ ０ ） へ ル ー テ ィ ン グ す る 、
よ う に 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る 、 ネ ッ ト ワ ー ク サ ー バ ー 。
【 請 求 項 １ ９ 】
　 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク サ ー バ ー （ ６ ０ ） が 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー が 到 達 不 可 能 で あ る
か 又 は 未 登 録 で あ る こ と を 示 す メ ッ セ ー ジ の 受 信 に 応 答 し て 前 記 加 入 を 実 行 す る よ う に 構
成 さ れ る 、 請 求 項 １ ８ に 記 載 の サ ー バ ー 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
　 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク サ ー バ ー （ ６ ０ ） が 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー の 登 録 イ ベ ン ト パ ッ
ケ ー ジ に 加 入 す る よ う に 構 成 さ れ る 、 請 求 項 １ ８ ま た は １ ９ に 記 載 の サ ー バ ー 。
【 請 求 項 ２ １ 】
　 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク サ ー バ ー （ ６ ０ ） が 、 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク ユ ー ザ ー の 再 登 録 通 知 に 応 答
し て 前 記 加 入 を リ フ レ ッ シ ュ す る よ う に 構 成 さ れ る 、 請 求 項 １ ８ か ら ２ ０ の い ず れ か に 記
載 の サ ー バ ー 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
　 前 記 ネ ッ ト ワ ー ク サ ー バ ー （ ６ ０ ） が 、 Ｍ Ｍ Ｓ サ ー バ ー で あ る 、 請 求 項 １ ８ か ら ２ １ の
い ず れ か に 記 載 の サ ー バ ー 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
　 利 用 不 可 能 な ユ ー ザ ー へ メ ッ セ ー ジ を ル ー テ ィ ン グ す る た め の シ ス テ ム で あ っ て 、 請 求
項 １ ８ か ら ２ ２ の い ず れ か に 記 載 の サ ー バ ー 、 お よ び 請 求 項 １ ３ か ら １ ７ の い ず れ か に 記
載 の ネ ッ ト ワ ー ク 装 置 を 備 え る 前 記 シ ス テ ム 。
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